
（様式３） 

環境教育推進校における研究成果報告書［令和６年度］ 

学 

 

 

校 

 

 

の 

 

 

概 

 

 

要 

学校名 宮崎県立都城商業高等学校 

所在地 
〒８８５－００５３ 

宮崎県都城市上東町 31街区 25号 

校長名 大脇 光徳 

生徒数 

 １年 ２年 ３年 合 計 
 

 
 
 
 

 
 

 

男 子 43 49 62 160 

女 子 115 112 94 321 

合 計 164 161 156 481 

学級数 

学 年 １年 ２年 ３年 合 計 

学級数 4 4 4 12 

職員数 55 

研究の実績 

［研究テーマ及び設定の理由］ 

「廃棄される焼酎芋の絞りかす等を利活用した紙漉き文化の再生」 
かつて都城市下長飯町では紙漉き文化が盛んだったが、紙産業の急成長と後継者
不在のためその文化は衰退した。今回の研究を機に、地域でプロジェクトを立ち上げ
持続可能な文化とし、紙の原料は都城産の楮と焼酎芋の絞りかす等を活用するため。 
 

［推進の全体構想］ 

 

１ 運営組織 

（指導・助言） 
 
 
 
 
 （外部評価）                （推進者）                （内部評価） 
 
 
 
 
 （連  携）                  （企  画）                 （実  施） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環境教育推進委員会 

運営委員会 

校長 

職員会議 学校評議委員会 

【課題研究】 

紙漉き文化再生 

プロジェクトチーム 

共創ウェルビーイング部 

都城市地域プロジェクト 

 

柳田酒造合名会社 

 

紙漉 福田 

宮崎大学 

地域資源創成学部 

各学年 

 

各教科 

事務部 

（予算管理） 



２ 本年度の主な研究実践内容 
［課題研究］ 
「文化再生」と「環境保護」に着目。2つをかけ合わせて、持続可能な商品開発

や、新しい産業を生み出すことを目標としてフィールドワークやワークショップを行う。 
 
［共創ウェルビーイング部］ 
    地域課題を洗い出し、課題研究と連携して地域を盛り上げるイベントを実施する
などかつての文化復興を目指す。 

 

３ 年間実施内容 
月 取組の内容 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
１０ 

 
 
 
 
 
１２ 

 
 
 
 
１ 
 

 
プロジェクトメンバーを募り目標達成に
向けて連携する外部の諸機関や個人に
相談する。 

 
フィールド・調査活動の実施 
・市内の宿泊施設内にあるクラフトルー
ム（和紙が使われている部屋）の視察 
  
市立図書館内の蔵書をあたり、地域の
紙漉き文化について調べる 
・下長飯町でフィールドワーク（地域に
残っている紙漉きの道具、和紙の原料
の楮の調査） 

 
紙の原料の楮を探す  
・柳田酒造合名会社でフィールドワーク
（焼酎を製造する過程で出る廃棄物を
調査、商品開発の提案）  
・和紙の原料である楮を校内で栽培
（通年） 
 
ワークショップの企画・準備 
・市内の高校生を対象とした紙漉き体
験と商品開発のワークショップ 
 
手漉き和紙キャンドルを商品開発 
・環境保護の視点でロウソクは近隣の
寺等で廃棄予定のものを譲ってもらい、
ロウソクの芯は紙漉きで作成した和紙
の切れ端を利用。 
 
「和紙あか Reナイト」実施 
・都城市中心市街地中核施設のイルミネーションを消してもらい、和紙あかり
キャンドルを灯すイベント。イルミネーション実行委員会との調整に時間を要し
たものの、高校生の熱意が伝わり、実施できることになった。 
 
都城市立図書館でワークショップを実施 
 
和紙を使用した商品を模索、来年度に使用する和紙の原料を収穫。 

 



［研究の実際］ 
（１）フィールドワーク・ワークショップ 
 ①紙の原料の楮を探す 

都城市下長飯町に残る紙漉き文化を探る。この取組の全行程を、地域にお
ける協力者である都城市地域プロジェクトマネージャー池田浩二氏、十文字
学園大学松永教授に伴走していただきフィールドワークを行う。 

 
 ②紙漉きレクチャー 

   宮崎県内の紙漉き職人「紙漉き 福田（綾
町）」の福田雅美さんを講師に招いて霧島ホ
ールディングスから焼酎芋の絞りかすやヤマ
エ食品工業の廃棄大豆等を提供してもらい、
楮を混ぜた紙漉き体験を実施する。 

 
 
 

 
  ③都城産の紙を使用した商品開発のためのワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮崎大学地域資源創成学部谷田貝孝教授によるワークショップを実施。和紙に
は、地域事業所から出た産業廃棄物をトッピング。参加者の好みにより、押し花(花
屋から廃棄される予定の花をもらってきて、押し花に加工)、焼酎のもろみ粕、茶葉
(製造過程で出るもの)から選んでもらい、和紙の原料に混ぜて漉き込んだ。 

 
 ④校外で地域住民に向けてのワークショップ 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 



（２）商品開発・イベント 
 ①和紙あか Re ナイト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使用するキャンドルは、都城市中心市街地中核施設のまちなか広場に設置する
ため、400 個準備することになった。キャンドルに使用する瓶は、学校内及び地域事
業所に回収の協力を呼びかけた。キャンドルのロウは、近隣の寺等に協力を依頼、
細かく砕いて瓶に流し込んだ。また、廃業した文房具から廃棄寸前の書道用の和紙
を譲ってもらい、和紙の原料とした。手漉き和紙が 600 枚近く必要になったため、3
学年に依頼し、LHR時間を利用して、学年全員に和紙を漉いてもらった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②和紙に花を咲かせよう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都城市立図書館で「ファッションラボ」と
コラボレーションしワークショップを実施。 

12月のイベント「和紙あか Re ナイト」で
使用した和紙を再利用して、和紙にシルク
スクリーンをするワークショップを行った。 

 
［成果と課題］ 
・日本持続発展教育（ESD）推進フォーラム主催「ESD大賞」 全国優秀賞受賞 
 
・「全国ユース環境活動発表大会」地方大会(九州・沖縄)      最優秀賞受賞 
「全国ユース環境活動発表大会」全国大会              全国優秀賞受賞 
 

・MRT環境大賞 「キラリと光る活動賞」受賞 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都城市副市長を表敬訪問し活動報告 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



地域産業への貢献: 楮の栽培から紙漉き、商品開発までの一連のプロセスを体験
することで、生徒たちは地域産業への理解を深め、その魅力を再認識した。これは、地
域産業の担い手不足という課題解決に向けた意識改革に繋がり、将来的な地域活性
化への貢献が期待される。また、地域産品とのコラボレーションによる和紙開発は、新
たな商品を生み出すことで地域経済の活性化にも貢献できた。 
伝統文化の継承: 伝統的な紙漉きの技術を習得しただけでなく、地域住民にその
技術を伝えるワークショップを開催することで、生徒たちは伝統文化の継承者としての
自覚を育むことができた。ワークショップは地域住民にとって伝統文化に触れる貴重な
機会となり、地域全体の伝統文化に対する関心の向上に繋がった。 
循環型社会の実現: 地域産品とのコラボレーションによる和紙開発は、地域資源の
有効活用と廃棄物削減という観点から、循環型社会の実現に向けた具体的な取り組
みとして注目を集めた。生徒たちは、環境問題に対する意識を高め、持続可能な社会
の実現に向けて主体的に行動することの重要性を学んだ。 
生徒の成長: プロジェクト活動を通じて、生徒たちは主体性、創造性、コミュニケーシ
ョン能力、問題解決能力など、社会で必要とされる様々な能力を身につけ、大きく成長
できた。これらの経験は、生徒たちの将来の進路選択やキャリア形成にも大きく役立つ
と考えられる。 

 
4. 今後の課題 
商品化に向けた取り組み: 開発した和紙を活用した商品の魅力を更に高め、実用

化・販売に向けて、デザイン、価格設定、販路開拓など、具体的な検討を進める必要が
ある。そのためには、専門家からのアドバイスを受けたり、地域企業との連携を強化し
たりするなど、外部との協力体制を構築することが重要となる。 
情報発信の強化: 本プロジェクトの成果や生徒の活動を地域内外に広く発信し、

関心を高める必要がある。ホームページやSNSなどを活用した情報発信に加え、地域
メディアへの広報活動や、展示会への参加なども検討する必要がある。 
継続的な活動体制の構築: 本プロジェクトを単年度で終わらせるのではなく、来年

度以降も継続的に活動できる体制を構築し、地域との連携を強化する必要がある。そ
のためには、学校内での組織体制の整備、予算確保、人材育成などが課題となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. まとめ 
本年度の環境教育推進事業は、生徒たちの主体的な活動を通じて、地域産業の活

性化、伝統文化の継承、循環型社会の実現に貢献できた。生徒たちは、このプロジェク
トを通じて、地域貢献の大切さや伝統文化の継承の意義を深く理解することができた。
今後は、商品化に向けた取り組みを進めるとともに、地域内外への発信を強化し、本プ
ロジェクトの成果を更に発展させていきたい。 

 
6. 謝辞 
本事業の実施にあたり、ご協力いただいた地域の皆様、関係機関の皆様に深く感

謝申し上げます。 

 



（様式４） 

環境教育推進校における決算報告書［令和６年度］ 

 

                学校名                  
 

   費 目     金 額       備 考 

 

旅費 

 

需用費 

 楮他 

簀桁他 

クリアケース他 

簀桁他 

紙の素 

 

報償費 

 

使用料及び賃借料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,764 

 

 

72,660 

46,160 

6,783 

41,800 

73,645 

 

20,000 

 

12,140 

13,500 

4,510 

50,000 

50,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

 

タクシー 

タクシー 

施設借り上げ料 

ジャンボﾀｸｼｰ 

ジャンボﾀｸｼｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      合 計 392,962  

 

宮崎県立都城商業高等学校 



（添付資料１） 
宮崎日日新聞 

8 月 20 日号に掲載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『都城市広報誌 12月号』に掲載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（添付資料２） 
MRT宮崎放送 12月 21日(土)放送 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
MRT宮崎放送 特集放送 2025年 1月 12日(日)  

 
 



（添付資料３） 
宮崎日日新聞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
読売新聞掲載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（添付資料４） 
全国ユース環境活動発表大会プレゼンテーション資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


